
東京都千代田区有楽町一丁目12番１号

本資料の記載内容に関するお問い合わせ先

お客さま専用フリーダイヤル
 0120-151034

(9:00〜17:00、土･日･祝日･12月31日〜１月３日を除く)

お客さまのお取引内容につきましては､お取り扱いの販売会社にお尋ねください｡

国際投信投資顧問株式会社は2015年７月１日に三菱
ＵＦＪ投信株式会社と合併し、「三菱ＵＦＪ国際投信
株式会社」となりました。

148044

当ファンドの仕組みは次の通りです。

商品分類 追加型投信／国内／債券

信託期間 2019年５月22日まで（2009年12月４日設定）

運用方針
ファミリーファンド方式により、安定した
収益の確保を目指して運用を行います。

主要運用対象

ベ ビ ー
ファンド

マネー・ポートフォリオ　マ
ザーファンド受益証券

マ ザ ー
ファンド

わが国の公社債

運用方法
わが国の公社債を中心に投資し、常時適正
な流動性を保持するように配慮します。

主な組入制限

ベ ビ ー
ファンド

・マザーファンドへの投資割合
は、制限を設けません。

・外貨建資産への投資は行いま
せん。

マ ザ ー
ファンド

外貨建資産への投資は行いま
せん。

分配方針

毎年５月22日（休業日の場合は翌営業日）
に決算を行い、収益分配方針に基づいて分
配を行います。分配対象額の範囲は、経費
控除後の配当等収益と売買益（評価益を含
みます。）等の全額とします。基準価額水
準、市況動向、残存信託期間等を勘案し
て、分配金額を決定します。（ただし、分
配対象収益が少額の場合には分配を行わな
い場合もあります。）

※当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。

※公募株式投資信託は税法上、「ＮＩＳＡ（少額投資非課税制度）およ

びジュニアＮＩＳＡ（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。

詳しくは販売会社にお問い合わせください。

運用報告書（全体版）

マネー・ポートフォリオ・ファンド

第７期（決算日：2016年５月23日）

受益者のみなさまへ

　平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。

　さて、お手持ちの「マネー・ポートフォリオ・

ファンド」は、去る５月23日に第７期の決算を行

いました。ここに謹んで運用状況をご報告申し上

げます。

　今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願

い申し上げます。
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1－　　－

マネー・ポートフォリオ・ファンド

○最近５期の運用実績

決 算 期
基 準 価 額

債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額(分配落) 税 込 み

分 配 金
期 中
騰 落 率

円 円 ％ ％ ％ 百万円
３期(2012年５月22日) 10,017 0 0.1 88.0 － 43

４期(2013年５月22日) 10,024 0 0.1 66.9 － 27

５期(2014年５月22日) 10,027 0 0.0 69.0 － 28

６期(2015年５月22日) 10,028 0 0.0 90.6 － 11

７期(2016年５月23日) 10,024 0 △0.0 － － 10

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

本 資 料 の 表 記 に あ た っ て

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2015年５月22日 10,028 － 90.6 －

５月末 10,029 0.0 90.6 －

６月末 10,029 0.0 90.6 －

７月末 10,029 0.0 90.6 －

８月末 10,029 0.0 94.9 －

９月末 10,027 △0.0 67.1 －

10月末 10,026 △0.0 67.0 －

11月末 10,027 △0.0 66.9 －

12月末 10,025 △0.0 66.8 －

2016年１月末 10,024 △0.0 66.7 －

２月末 10,025 △0.0 66.6 －

３月末 10,025 △0.0 － －

４月末 10,024 △0.0 － －

（期　末）
2016年５月23日 10,024 △0.0 － －

（注）騰落率は期首比。

（注）当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「債券組入比率」、「債券先物比率」は実質比率を記載しております。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。
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2－　　－

マネー・ポートフォリオ・ファンド

運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第７期：2015/５/23～2016/５/23）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ0.04％の下落となりました。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
利子等収益が積みあがったことや保有債券の評価額の上昇が、基準価額のプラ
スに寄与しました。

下落要因
信託報酬等コストや運用資金に対するマイナス金利適用の開始が、基準価額の
マイナスに作用しました。

第７期首 ：10,028円
第７期末 ：10,024円

（既払分配金 0円）
騰落率 ：－0.04％
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3－　　－

マネー・ポートフォリオ・ファンド

投資環境について （第７期：2015/５/23～2016/５/23）

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推
移しました。日銀のマイナス金利の適用開始を受けて足下ではマイナス0.05％程度で推移し
ました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ
月物）の利回りは概ね０％を下回る水準で推移しました。2016年１月の日銀の金融政策決定
会合でマイナス金利の導入が決定されると一時的にマイナス0.2％程度まで急低下したものの、
急低下の反動からマイナス0.1％程度まで上昇しました。その後、再び低下傾向となり、足下
ではマイナス0.26％程度で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

＜マネー・ポートフォリオ・ファンド＞
・当ファンドはマネー・ポートフォリオ　マザーファンド受益証券を主要投資対象とし、マ
ザーファンドの組入比率を概ね98％以上に保ち、実質的な運用はマザーファンドで行いまし
た。

・信託報酬などのコストが、マイナス要因となりました。

＜マネー・ポートフォリオ　マザーファンド＞
・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引等
への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を行いま
した。その結果、保有債券の評価額上昇が基準価額の上昇に寄与したものの、運用資金に対
するマイナス金利適用開始の影響を受けたことから、期末の基準価額は期首と同水準になり
ました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき
事項はありません。
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4－　　－

マネー・ポートフォリオ・ファンド

分配金について

収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、残存信託期間などを勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財
産中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

【分配原資の内訳】� （単位：円、１万口当たり、税込み）

項目
第７期

2015年５月23日～2016年５月23日

当期分配金 －

（対基準価額比率） －％

当期の収益 －

当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 90

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率と
は異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合がありま
す。

今後の運用方針

＜マネー・ポートフォリオ・ファンド＞
◎今後の運用方針
・引き続き、マネー・ポートフォリオ　マザーファンド受益証券を高位に組み入れ、マザー
ファンドを通じて運用を行っていく方針です。

＜マネー・ポートフォリオ　マザーファンド＞
◎運用環境の見通し
・中国経済の減速などから原油価格が大幅に下落した結果、物価の伸びは日銀の目標を大幅に
下回っています。したがって、今後も金融緩和政策が継続されると想定されることから、短
期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・引き続き、わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ
現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運
用を行います。
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5－　　－

マネー・ポートフォリオ・ファンド

○１万口当たりの費用明細� （2015年５月23日～2016年５月23日）

項目
当期

項目の概要
金額 比率

(a) 信託報酬 5円 0.049％ (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率×（期中の日数÷年間日数）

（投信会社） (2) (0.024) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の

作成等の対価

（販売会社） (2) (0.022) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価

（受託会社） (0) (0.003) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(b) その他費用 0 0.002 (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（監査費用） (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用

合計 5 0.051

期中の平均基準価額は、10,026円です。

（注）期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便

法により算出した結果です。

（注）消費税は報告日の税率を採用しています。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。

（注）その他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含

みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたも

ので、項目ごとに小数第３位未満は四捨五入してあります。
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6－　　－

マネー・ポートフォリオ・ファンド

○売買及び取引の状況� （2015年５月23日～2016年５月23日）

親投資信託受益証券の設定、解約状況

銘 柄
設 定 解 約

口 数 金 額 口 数 金 額

千口 千円 千口 千円
マネー・ポートフォリオ　マザーファンド 19 19 2,736 2,746

○利害関係人との取引状況等� （2015年５月23日～2016年５月23日）

利害関係人との取引状況

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

○自社による当ファンドの設定・解約状況

期首残高（元本） 当期設定元本 当期解約元本 期末残高（元本） 取引の理由

百万円 百万円 百万円 百万円
10.5 － － 10.5 商品性を適正に維持するための取得

○組入資産の明細� （2016年５月23日現在）

親投資信託残高

銘 柄
期首（前期末） 当 期 末

口 数 口 数 評 価 額

千口 千口 千円
マネー・ポートフォリオ　マザーファンド 12,988 10,272 10,314

○投資信託財産の構成� （2016年５月23日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
マネー・ポートフォリオ　マザーファンド 10,314 98.0

コール・ローン等、その他 214 2.0

投資信託財産総額 10,528 100.0

　マザーファンドの組入資産の明細につきましては、マザーファンド頁をご参照ください。
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7－　　－

マネー・ポートフォリオ・ファンド

○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2016年５月23日現在）

項 目 当 期 末

円

(A) 資産 10,528,630

コール・ローン等 214,274

マネー・ポートフォリオ　マザーファンド(評価額) 10,314,352

未収入金 4

(B) 負債 3,576

未払信託報酬 3,450

その他未払費用 126

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,525,054

元本 10,500,000

次期繰越損益金 25,054

(D) 受益権総口数 10,500,000口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,024円

＜注記事項＞

①期首元本額　　　　　　　　　　　 11,002,185円

期中追加設定元本額　　　　　　　　　　　　0円

期中一部解約元本額　　　　　　　　　502,185円

また、１口当たり純資産額は、期末1.0024円です。

○損益の状況� （2015年５月23日～2016年５月23日）

項 目 当 期

円
(A) 配当等収益 3

受取利息 5
支払利息 △　　 2

(B) 有価証券売買損益 1,030
売買益 25,105
売買損 △24,075

(C) 信託報酬等 △ 5,468
(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) △ 4,435
(E) 前期繰越損益金 17,093
(F) 追加信託差損益金 12,396

（配当等相当額） (　16,254)
（売買損益相当額） (△ 3,858)

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 25,054
(H) 収益分配金 0

次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 25,054
追加信託差損益金 12,396
（配当等相当額） (　16,254)
（売買損益相当額） (△ 3,858)
分配準備積立金 78,655
繰越損益金 △65,997

（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。

（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含め

て表示しています。

（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

②分配金の計算過程

項 目
2015年５月23日～
2016年５月23日　

費用控除後の配当等収益額 60,221円

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円

収益調整金額 16,254円

分配準備積立金額 18,434円

当ファンドの分配対象収益額 94,909円

１万口当たり収益分配対象額 90円

１万口当たり分配金額 －円

収益分配金金額 －円

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（http://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。

［ お 知 ら せ ］
①委託者である「国際投信投資顧問株式会社」は「三菱ＵＦＪ投信株式会社」との合併により解散し、存続会社である「三菱ＵＦＪ投信株

式会社」は2015年７月１日付で「三菱ＵＦＪ国際投信株式会社」と商号変更するための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

②委託者が受益者に対してする公告は、電子公告の方法により行うための、所要の約款変更を2015年７月１日に行いました。

③2014年１月１日から、2037年12月31日までの間、普通分配金並びに解約時又は償還時の差益に対し、所得税15％に2.1％の率を乗じた復

興特別所得税が付加され、20.315％（所得税15％、復興特別所得税0.315％、地方税５％（法人受益者は15.315％の源泉徴収が行われま

す。））の税率が適用されます。
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マネー・ポートフォリオ　マザーファンド

《第13期》決算日2016年５月23日

［計算期間：2015年11月25日～2016年５月23日］

「マネー・ポートフォリオ　マザーファンド」は、５月23日に第13期の決算を行いました。

以下、法令・諸規則に基づき、当マザーファンドの第13期の運用状況をご報告申し上げます。

運 用 方 針 わが国の公社債を主要投資対象として、安定した収益の確保を目指して運用を行います。

主 要 運 用 対 象 わが国の公社債

主 な 組 入 制 限 外貨建資産への投資は行いません。

○最近５期の運用実績

決 算 期

基 準 価 額
債 券
組 入 比 率

債 券
先 物 比 率

純 資 産
総 額期 中

騰 落 率

円 ％ ％ ％ 百万円
９期(2014年５月22日) 10,037 0.0 70.4 － 28

10期(2014年11月25日) 10,039 0.0 76.9 － 26

11期(2015年５月22日) 10,040 0.0 76.7 － 13

12期(2015年11月24日) 10,041 0.0 68.3 － 10

13期(2016年５月23日) 10,041 0.0 － － 10

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。

※当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。

○当期中の基準価額と市況等の推移

年 月 日
基 準 価 額 債 券

組 入 比 率
債 券
先 物 比 率騰 落 率

（期　首） 円 ％ ％ ％
2015年11月24日 10,041 － 68.3 －

11月末 10,041 0.0 68.2 －

12月末 10,040 △0.0 68.1 －

2016年１月末 10,040 △0.0 68.0 －

２月末 10,041 0.0 67.9 －

３月末 10,042 0.0 － －

４月末 10,041 0.0 － －

（期　末）
2016年５月23日 10,041 0.0 － －

（注）騰落率は期首比。

（注）「債券先物比率」は買建比率－売建比率。
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運用経過

当期中の基準価額等の推移について （第13期：2015/11/25～2016/５/23）

基準価額の動き 基準価額は期首に比べ横ばいとなりました。

基準価額の主な変動要因

上昇要因
利子等収益が積みあがったことや保有債券の評価額の上昇が、基準価額のプラ
スに寄与しました。

下落要因
運用資金に対するマイナス金利適用の開始が、基準価額のマイナスに作用しま
した。

10,039

10,040

10,041

10,042

10,043

2015/11/24 2016/１/26 2016/３/25

(円) 基準価額の推移
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投資環境について （第13期：2015/11/25～2016/５/23）

◎国内短期金融市場
＜無担保コール翌日物金利の推移＞
・日銀による金融緩和政策の影響を受けて、無担保コール翌日物金利は0.1％を下回る水準で推
移しました。日銀のマイナス金利の適用開始を受けて、足下ではマイナス0.05％程度で推移
しました。

＜国庫短期証券（３ヵ月物）の利回りの推移＞
・日銀による短期国債の買入れや短期国債の需給の引き締まりなどから、国庫短期証券（３ヵ
月物）の利回りは０％を下回る水準で推移しました。2016年１月の日銀の金融政策決定会合
でマイナス金利の導入が決定されると一時的にマイナス0.2％程度まで急低下したものの、急
低下の反動からマイナス0.1％程度まで上昇しました。その後、再び低下傾向となり、足下で
はマイナス0.26％程度で推移しました。

当該投資信託のポートフォリオについて

・わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ現先取引な
どへの投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運用を行い
ました。その結果、保有債券の評価額上昇が基準価額の上昇に寄与したものの、運用資金に
対するマイナス金利適用開始の影響を受けたことから、期末の基準価額は期首と同水準にな
りました。

当該投資信託のベンチマークとの差異について

・当ファンドは運用の目標となるベンチマーク等を設けておりません。そのため、記載すべき
事項はありません。

今後の運用方針

◎運用環境の見通し
・中国経済の減速などから原油価格が大幅に下落した結果、物価の伸びは日銀の目標を大幅に
下回っています。したがって、今後も金融緩和政策が継続されると想定されることから、短
期金利は低位で推移すると予想しています。

◎今後の運用方針
・引き続き、わが国の国債や短期国債（国庫短期証券）現先取引、コール・ローンおよびＣＰ
現先取引等への投資を通じて、安定した収益の確保や常時適正な流動性の保持をめざした運
用を行います。
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○１万口当たりの費用明細� （2015年11月25日～2016年５月23日）

　該当事項はございません。

○売買及び取引の状況� （2015年11月25日～2016年５月23日）

公社債

買 付 額 売 付 額

国

内

千円 千円

国債証券 － －
(7,000)

（注）金額は受渡代金。（経過利子分は含まれておりません。）

（注）(　)内は償還等による増減分です。

○利害関係人との取引状況等� （2015年11月25日～2016年５月23日）

利害関係人との取引状況

　該当事項はございません。

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第１項に規定される利害関係人です。

○組入資産の明細� （2016年５月23日現在）

　2016年５月23日現在、有価証券の組み入れはありません。

○投資信託財産の構成� （2016年５月23日現在）

項 目
当 期 末

評 価 額 比 率

千円 ％
コール・ローン等、その他 10,316 100.0

投資信託財産総額 10,316 100.0
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況�（2016年５月23日現在）

項 目 当 期 末

円

(A) 資産 10,316,304

コール・ローン等 10,316,304

(B) 負債 22

未払解約金 4

未払利息 18

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 10,316,282

元本 10,274,228

次期繰越損益金 42,054

(D) 受益権総口数 10,274,228口

１万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 10,041円

＜注記事項＞

①期首元本額　　　　　　　　10,277,737円

期中追加設定元本額　　　　　　 8,975円

期中一部解約元本額　　　　　　12,484円

また、１口当たり純資産額は、期末1.0041円です。

○損益の状況� （2015年11月25日～2016年５月23日）

項 目 当 期

円

(A) 配当等収益 44,586

受取利息 45,291

支払利息 △　 705

(B) 有価証券売買損益 △44,520

売買損 △44,520

(C) 当期損益金(Ａ＋Ｂ) 66

(D) 前期繰越損益金 42,003

(E) 追加信託差損益金 15

(F) 解約差損益金 △　　30

(G) 計(Ｃ＋Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 42,054

次期繰越損益金(Ｇ) 42,054

（注）(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによるものを含みま

す。

（注）(E)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追

加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。

（注）(F)解約差損益金とあるのは、中途解約の際、元本から解約

価額を差し引いた差額分をいいます。

②期末における元本の内訳（当親投資信託を投資対象とする投資信託ごとの元本額）

マネー・ポートフォリオ・ファンド　　　　　　　10,272,236円

ＵＳ成長株オープン（円ヘッジなしコース）　　　　　　 996円

ＵＳ成長株オープン（円ヘッジありコース）　　　　　　 996円

合計　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　 10,274,228円
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